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アーネスト・ヘミングウェイの「雨のなかの猫」
―絵画映像として具体的イメージを描きながら原文に親しむ―
<へミングウェイの文体に触れる>
西　村　明　代
１．はじめに
　原書講読の方法については種々の議論が繰り返されてきた。そこで、
年齢や読書経験など異なるバックグランドを持つ幅広い一般的読者を対
象に、原文で文学作品を読むとはどういうことか、どうしたらより親し
みやすく、解りやすく読めるか具体的方法などを提案し、より良く理解
するためにひとつの方法として、実際に文章から読み取った状況からイ
メージをふくらませ、絵画映像することを試みた。
２．翻訳と原書
　日本では明治以来、外国の文物を取り入れ，吸収するために語学に堪
能な人が直接外国（人）と接することにより、その人を介して間接的に取
り入れてきたという「翻訳」の長い経緯がある。当然のことながら、翻
訳を読むのと原文を自分で読む作業とは全く別の行為である。
　昨今、村上春樹の人気が世界の若者に広がっているのも、原作の良さ
だけではなく、翻訳の力に負うところが大きい。村上文学を通じて「古
典的日本」とは異なる、世界共通性のある「現代日本文化」を知るとい
う現象が世界各国でおきている。「翻訳文化」という言葉が流行る理由で、
外国文学研究とは翻訳を読むことだと勘違いしている文学専攻の学生さ
えいる。
　原作をしのぐすばらしい翻訳、意訳もあるが、原文に触れないとわか
らない細かい状況、言葉の意味、ニュアンスなどがあり、全く原文を読
まずに作品を理解したと思うのは早計である。
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３．作者と作品
　1954年ノーベル文学賞受賞作家、Ernest Miller Hemingwayの1925年
に出版された In Our Timeの10章に収録されている“Cat in the Rain”
をテキストとして講読した。文学賞受賞の理由が、「現代の小説芸術に
おいて抜群の力量を発揮し、文体を革新した」（三木　10）ことが業績
であると、その文体が評価されている。また、「パパ」と呼ばれるのを好み、
親しまれた非常に男性的なイメージの強い人物像で知られる作家の作品
のなかでも女性の視点から書かれたと評価されている作品を選んだ。
　ヘミングウェイは数々の長編で有名であるが、100以上の短篇を執筆
しており、ことに初期の短篇は限られた時間で終了する講座では、一篇
の物語の長さも短く、読みやすく最適である。短篇は状況のスケッチと
して将来長編に組み込み、発展させるために書きとめたもので、1924
年出版されたパリ版の in our time １『われらの時代』は32ページ程で、
新聞記者時代の書き方が色濃く残っている状況スケッチ集である。短篇
と呼ぶにも短い。その翌年、1925年に同じ題名で、157ページのアメリ
カ版 In Our Timeが出版された。前年の18の短編はすべて採用して同版
に収録している。
４．文体の特徴
　文体については多くの批評家がそれぞれ言葉を尽くして表現している
が、その意味する本質は次の通りほぼ同じである。独特な解りやすい文
体に触れることで、原文に親しみ、より深く内容を理解するきっかけに
なるだろう。
１）ハードボイルド2/ハードボイルド・リアリズム
２）「無飾の文体」修飾語を省き、抽象語を避け、名詞に重点を置き、「即
　物的に描く」
３）「抑圧の理論」３
４）「氷山の理論」４、または「省略の技法」
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５）複文を避け、単文を羅列する構文
６）形容詞、副詞を廃した修辞法
７）客観的描写（カメラ・アイ）
　 目に見える現実をカメラのレンズを通して見るように客観的に描く。受
け手の感性によって色々に読み取れる危険性、難しさが生じる危険性も
ある。
８）平易で読みやすい
　表面的なことのみ理解して、深い意味は解らない。
９）セザンヌ絵画の構図５
　
５．文体修行
　作者はノーベル文学賞を受賞するほどの独自の文体を取得するため
にこれといって特に変わったことをしたわけではないようだ。 1913年
にOak Park High Schoolに入学し、The Trapezeという校内誌に投稿、
1916年には編集にたずさわる。1917年に卒業後、The Kansas City Star
『キャンザス・シティ・スター』紙で見習い記者（a junior reporter）と
して働く経験を積み、1920年、Toronto Star『トロント・スター』紙
の通信員となる。1944年ヨーロッパへ従軍記者（a war correspondent）
として参戦する。この頃にはすでに主な作品は執筆、出版されていた。
　自分のスタイルを見つけるまで試行錯誤の連続だったと述べている。
特にパリ時代にはエズラ・パウンドやガートルード・スタイン（127）
と知り合い、実際に文章の添削をしたり、文章作成上のアドバイスも
うけている。そして、朝、家を出て、近くに借りた屋根裏部屋を仕事
場にして終日こもって書く作業に没頭しようとしていたようだ。（A 
Moveable Feast  4）「おれは一つの真実の文章を書きたいんだ」「飾り
気のない真実の文章を毎日一つ書ければ、それで満足さ」（マクレイン 
115）「ヘミングウェイは新聞記者から作家に転身した。その間の変化
は段階的であり、まずは記事をより文学的にリライトすることから始め、
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真実の言葉による情景描写、ある情緒を生み出した基のものを的確に書
くことを目指していた。そしてスケッチから短編に至り、やがては長編
を書くのが願いだった。」（武藤 12）
６．女性の視点で書かれた6作品
　作者自身は自分達夫婦がモデルではないと述べているようだが、想定
される人物は作者と最初の妻、Hadley（ハドリー）7であろうと思われる。
しかし、その背景には「ハーヴァード出の若造」とその男の妻「女の子」
が脳裏にあって書かれている。あるいは、ホテル支配人の息子夫婦であ
る可能性が高いが、心象風景としては自分達のことを描いていることは
間違いない。
　当時の二人の関係は余りよくない。ハドリーが未発表の原稿の入った
スーツケースをなくすという大事件の後だったからだ。また、ヘミング
ウェイは妻の妊娠を知らないのに、ハドリーはそれを隠していた。行き
たくないと嫌がったのにイタリアに連れてこられたという経緯があっ
た。
　書かれている時期は1923年2月、場所はイタリアのラパッロ8にあるホ
テル・リヴィエラ・スプレンディッド。同地に滞在していたエズラ・パ
ウンドに合流するためだった。
　物語の視点を「アメリカ人の妻」一人に絞ると物語全体に一貫した統
一が生じ、理解しやすくなる利点がある。事実、最後の場面を除いて、
すべての場面で妻が関与している。アメリカ人の妻の視野に入ってくる
のは、ホテル支配人、イタリア人のメイド、子猫と大きな三毛猫、広場
を横切る雨合羽を着た男9、ホテルと反対側にあるカフェのウェイター
である。その他、窓から見える（はずの）景色には、広場の戦勝記念碑10、
その碑を見に来るイタリア人達、公園を囲むシュロの木、窓下の緑色の
テーブルとその下に蹲る猫、立ち去る自動車、ジーゼルを持った画家の
姿がある。
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7．絵画的要素
　全部で４ページ程の短い物語であるが、実際に場面がどのように展開
するか次のように大きく三場面に分けて考察する。
　全ての場面で妻の存在は大きいが、それだけではなく、セザンヌの絵
画構図のように遠近法に頼らず、場面ごとに分断して各場面を切り取る
と違った見方も可能である。それらの視線はある時は相互に交差し、ま
たは、バラバラに交差することもなく流れることもある。
（1）部屋のなかで移動する視線
　カメラ・アイでは部屋の中から窓外の遠景、そして近景へと妻も含め
た構図で視点は移動している。
　１）ホテル二階の部屋。季節外れの景勝地で人の気配もなく、活気が
ない。所在なげなカフェのウェイター。ホテルに滞在しているのはアメ
リカ人夫婦だけで、夫のジョージはベッドの裾にある枕に頭をおいて読
書。The wifeは窓の外を眺めている。海側と広場が見える二つの窓があ
る角部屋。
　２）窓から見える遠景が述べられる。天気が良ければ絵を描きに来る
画家の姿があるはずだが、雨が降っているのでそのような芸術性から見
放されている。ヘミングウェイの作品では雨は不吉な兆候ではなかった
か。戦争の跡を示す戦勝記念碑とそれを見に来る大勢のイタリア人達。
イタリアは第一次大戦の終結間際に参戦し、かろうじて勝ち組に加わっ
たが、国内は荒廃、ムッソリーニが台頭していた。自動車で記念碑を駆
け抜けたのは当時羽振りの良かったファシストだろう。公園や海岸線の
雨景色が述べられる。雨のせいもあるが公園は空っぽで空虚さを表して
いる。まわりに親しい知り合いがいない異国での旅人達の孤独が伝わる。
　３）妻の視点から窓外の近景が述べられる。窓下にある人工的に塗ら
れた緑色のテーブルの下に蹲る子猫が説明される。妻は場面によって、
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順次the American wife, the wife, the American girl, his wifeと呼び方が
変化する。これもセザンヌの絵画技法によれば当然のことで、作者独自
の視点、あるいはカメラ・アイからその都度、妻は相対的に呼び名を変
えざるを得ない状況に置かれているからだ。この場面では子猫はherself
と雌になっているが、それも妻の視点からである。
（２）妻の動線
　妻が部屋を出てホテル一階の帳場の前を通り、一旦外に出てからまた
部屋にもどるまでは終始カメラ・アイは妻にズームしている。
　１）ジョージと妻との会話。ジョージはベッドの足元に枕２つ重ねて
もたれかかり読書をしている。その行為は現実と自己を隔離する壁で
あって、読書に没頭しているわけではない。現実逃避と自己防衛を兼ね
た行為でもある。妻に対して、初めから終わりまで一貫して生半可な返
事、応対をしており、心がこもっていない。そのことは妻も承知している。
二人の視点は心理的には交差していない。ジョージに似た態度は、状況
は違うが、The Killers 11に登場する元ボクサー Ole Andersonにもみられ
る。ベッドに横たわり、壁を向いたまま訪ねてきたニックに顔も向けよ
うとせずじっと動かないのだ。
　２）ホテル一階の帳場の奥にいるホテルの主人と妻との会話。妻は二
階のホテルの部屋を出て、一階に降り、外に出るには帳場の奥にいる支
配人の前を通らなければならない。夫の態度とホテル支配人の態度を比
較する。支配人は仕事柄、客に対して丁寧に礼を尽くして接しているだ
けなのだが、妻は客に対して奉仕しようとする支配人の態度は、夫に期
待できない不平を満たしてくれるので好もしく思う。夫は妻に対しては
無関心である。
　３）ホテルの外。雨の中、子猫を探す。支配人が濡れないようにとい
う配慮からメイドに傘を持たせて後から追わせる。そのメイドとの会話
では妻はthe American girlとなる。メイドは支配人の指示通り、客である
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妻が雨に濡れないように気を使うことに懸命である。窓から目下に見え
た子猫はいなかった。雨合羽の男も子猫と同じく無意味に登場して消え
て行く。イタリア語を話すメイドと英語を話す妻との間に生じるぎこち
なさが露呈。初めて子猫が欲しかったとメイドに打ち明ける妻は、やは
り必然的にthe American girlでなければならない。
　４）メイドと妻はホテルのなかへもどる。妻は部屋にもどるが、その
間どれ程の時間が経過しただろうか。支配人の態度は妻に自己存在の重
要さを認識させる。ところが部屋にもどった時、ジョージは相変わらず
読書中で、態度も依然と変わらないままである。
（３）再び部屋の中
　部屋のベッドの上、鏡の前、窓辺へ移動。カメラ・アイはベッドの上
のジョージ、鏡に映る妻、時間経過を示すために窓外の景色を映しだす。
　１）妻は再び部屋にもどりベッドの上に座る（二人が最も接近する場
面）。ジョージは読書をやめない。「子猫が欲しかった」というがジョー
ジは無関心のままである。
　２）鏡台の前へ移動し、あれこれ自分の欲望について述べ始める。ま
ず、髪の毛を長くしてヘアスタイルを変えたいと話す。もう少し女らし
くしたいという意味だろう。この髪の毛に対する作者のこだわりと妊娠
の可能性について論じる批評12もあるようだが、医学的根拠は不明であ
る。髪の毛について話し出すと、ジョージは急に妻の方を向き関心を示
す。そして、今のままで良いと妻をコントロールしようとする。髪の毛
の長短によってジェンダーの境界線を超えようとしているという指摘も
ある。姿形をかえることでまずは表面的にジェンダーの差を乗り越えら
れる可能性はある。確かに、妻は自由を制限されている。そのうえ更に、
自分の食器で食事がしたい。蝋燭、服、ブラシなどが欲しいという。日
常生活に必要な身近な物質ばかりだが、現在の生活ではそれもままなら
ないからだ。
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　二人は長期旅行者としてヨーロッパを転々としており、根無し草のよ
うな生活をしている国籍離脱者である。その土地に密着した生活をして
いない。夫婦とはいえ、子供がいる普通の家庭的な生活をしているわけ
ではなく、支配人にとってはAmerican girlにしか見えないのも無理は
ない。子猫がすぐには手に入らない子供の代替であれば、膝に抱いて
可愛がり、毛にブラシをかけたいのだ。妻にはホテル暮らしは味気な
い。ところが、ジョージ自身は読書により内面的欲求は満たされている。
「黙って何か読めよ」（94）と妻にも読むことを勧め、自分と同じく読
書に引きずり込もうとする。
　３）鏡を置いて窓辺に移動。暗くなりかけた外の気配が述べられる。
これまでの時間経過を示すのに必要である。雨は依然降り続けている。
妻はまた猫のことを話す。現在の暮らしにうんざりし、何か面白いこと
もないならば猫を飼いたいと願う。ジョージは全く聞いていない。
　４）支配人の配慮でメイドが大きな三毛猫を抱いて登場するが、それ
に応対したのはジョージである。これまで一貫していた妻の視点とは一
転して、ここでジョージの視点に突然変わる。夫にはジョージという名
前があるのに、妻には最後まで名前がない。妻が望んでいたのは子猫だっ
た。メイドがぶら下げてきた大きな三毛猫は子を産まない不毛の象徴で
ある。妻の願いは支配人の親切心から届けられた猫によっても裏切られ
てしまう。妻にはさらに惨めな顛末である。
８．絵画映像する作業
　子供が欲しい、普通の夫婦の生活がしたいと願う妻と、そうは思わな
い夫との願望の食い違いが浮き彫りになる。人間の内面は視覚化するの
は難しいが、このように分析してきた各場面は具体的に絵画イメージと
して脳裏に浮かぶはずである。妻の立場からでも、カメラ・アイの視角
からでも自由に思い描ける。もちろん、文章そのものからすぐには映像
は生まれない。しかし、原文を充分理解し、その原文からより具体的に
83
西村　アーネスト・ヘミングウェイの「雨のなかの猫」
想像をふくらませることは可能だろう。さらに、実際の映像が結べるほ
どになれば内容の理解もより正確になるだろう。
　講座では、あらかじめ出版されている挿絵などを参考に提示したこと
もあり、そのイメージに引きずられてしまう場合もあるようだった。し
かし、独自の絵画映像を描くことができた人も多く存在した。絵の好嫌、
上手下手、得手不得手など個人差はある。しかし、今後、より精密な講
読法のひとつの手段として可能であろう。
９．さいごに
　短篇と呼ぶにも短いスケッチに近い物語ではある。雨という天候のた
めに、外に出歩くこともできずに閉ざされ、限られた空間、時間のなか
で登場人物達の心の動き、実際の動線が明確で視点も区別しやすい。心
理的には夫婦二人の不仲、満たされない欲求を持て余す妻とそれに無関
心な夫という設定になっている。その中で、ヘミングウェイの愛した猫
が効果的に登場する。ニュー・クリティシズムの手法では、それだけで
この物語は充分完結する。
　ヘミングウェイの文体は平易で解りやすい一方で、単調になりがちで
ある。そのような時、セザンヌの絵画構図は作者に物語の広がり、展開、
人物の視点の拡散など多くを示唆したはずである。また、氷山の下に隠
されていた事実をとらえるには、書かれていない錯綜する視点を見直す
作業が不可欠である。
　あわせて重要なことは、この物語の根底には、大きな時代の変遷があっ
た。第一次大戦後の混乱を反映して、人々の世界観、価値観が大きく変
わった時期だった。ロスト・ジェネレーションを代表する作家の一人と
して、参戦経験のある作者も例外ではなく、目前に死を日常的に当然の
ことと受け入れざるを得ない状況を経て、肉体的に傷付き、精神的ダメー
ジから抜け出すには相当な時間と努力が必要だったろう。信じられる自
分の感覚に従って、身の回りで展開される現実をスケッチした短篇を書
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き連ねる作業は、窮地から脱出するのに作者自身をも救ったはずである。
正義、勇気、愛国心などの美辞麗句の旗のもとで多くの若者が戦場へ駆
りたてられた。それだけではなく、自己犠牲、美徳と信じて自分の意志
で戦地へ向かった若者も多い。その結果、目の前につき突きつけられた
現実は決して生易しいものではなかった。戦後、若者の風潮は、虚無的
虚脱状態にあった。特にヘミングウェイなど若手の芸術家、作家が多く
パリに集結していたこの時期はアメリカの歴史の中でも特異な時代だっ
た。そして、後にヘミングウェイはじめ、その当時無名だった芸術家達
がパリのカフェで芸術論を戦わせ、パリの修行時代を経て、新たな芸術
論、手法を生み出し、その後後世に名を残すこととなった。
（なお、本稿は2014年1月14日(火)10：30-12：00、横浜市立大学　エク
ステンション講座「アメリカ短編小説購読～絵画映像として具体的イ
メージを描きながら原文に親しむ～ <アーネスト・へミングウェイの文
体に触れる>」で話した内容をもとに加筆訂正したものである）。
註：
１．32ページからなるパンフレットのような本。新聞記事のような短
い描写風の18のスケッチ。発行部数170部。余り評価されなかった。題
名は「ヤングによると「我らの時代」という題名は英国国教会の祈祷書
の「神よ、我らの時代に平和を与え給え」という祈りからきているとい
う」（辰巳 ３-5）
２．文字通り、意味は卵の茹で方で、固ゆで卵。あるいは「非情な」「Edmund 
Wilson 1895-1972がパリ版『われらの時代に』で早くもヘミングウェ
イは「乾いた、圧縮された短文で彼自身の形式を作り出した」と指摘し
た文章は、のちに「ハードボイルド」と呼ばれる独特な文体になったの
であった」（三木　10）
３．『アーネスト・ヘミングウェイの文学』第12章参照。「この点は文
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体についてもそっくり当てはまるはずである。ヘミングウェイの文体で
は「氷山の理論」として知られていて、これにはガートルード・スタイ
ンの言語理論や、セザンヌの立体派的な絵画の達成が影響しているとも
ちろん考えられるのだが、もうひとつ忘れてならないことは、それは「抑
圧の理論」であって、書かねばならないことを水面下に抑圧して成り立っ
ているのである。書かねばならないこととは、人物たちの出自とそれを
めぐる心理をしばしば指している。ヘミングウェイにとって書くことは
抑圧の装置であり、…」（平石 187）
４．ヘミングウェイは自分の文体について次のように述べている。 “If 
a writer of prose knows enough about what he is writing about he may 
omit things that he knows and the reader, if the writer is writing truly 
enough, will have a feeling of those things as strongly as though the 
writer had stated them. The dignity of movement of an iceberg is due 
to only one-eighth of it being above water. A writer who omits things 
because he does not know them only makes hollow places in his writing 
(Death in the Afternoon 183).” 
５．「第7章　フレンチ・ “セザンヌ”コネクション―ガートルード・ス
タインとパリのヘミングウェイ―」『アーネスト・ヘミングウェイの文学』
において、「ルネサンス以降の西洋絵画界を長く支配した技法、つまり
遠近法から逸脱した絵画を描いたことは、今ではよく知られている」（小
笠原　104-5）「「19世紀的な修辞法」と「モダニズム運動による新たな
表現形式」」（小笠原　106）「セザンヌの絵画は、まさに「人間が見たまま」
の世界の眺めをキャンパス上に再現していると言える。そこには、遠近
法による絵画が再現する、神の目から見た世界の眺めはない。「神が死
んだ」時代のモダニスト・ヘミングウェイにとって、セザンヌ絵画はこ
とさら真なる世界観を与えるものであったろう」（小笠原　106-7）
　セザンヌの絵から文体法を読みとっていた。彼はパリ時代に美術館に
足しげく通い、セザンヌの絵画から多くを学んでいたことは有名。(A 
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６．この物語では女性に焦点があてられ、男性は二次的な存在にすぎな
い点が著しい特徴である。それ故、「雨の中の猫」は、男性的な作家と
いわれているヘミングウェイの作品としては異色の作品といえよう」(日
下 94)
７．Hadley Richardson Hemingway (1891-1979) 結婚期間は5年。
　1921.9.3-1926.9.24（別居）-1927.4.14。長男ジョン出産。ヘミングウェ
イより7歳年上。 2番目の妻、Pauline Pfeiffer Hemingway (1895-1951)、
結婚期間13年。1927.4.-1940。グレゴリーとパトリック出産。3番目の妻、
Martha Gellhorn (1908-98)、 結婚期間9年。1936.12.-1945。スペイン内
戦下で同棲。4番目の妻、Mary Welsh Hemingway (1908-86)結婚期間15
年。1946.3.14.-1961。へミングウェイの死により終わる。子供なし。
８．パウンドは1924年パリから移住。その後13年間ラパッロ滞在。 1925
年12月25日、Fitzgerald宛の手紙によるとコルチカではなく、ラパッロ
にハドリーときており、ハドリーは妊娠4か月。
　ラパッロに関する叙述は The Paris Wife （197-211） 参照。エズラ・
パウンド夫妻がラパッロに貸別荘を借りていて、誘われたので行く。テ
ニスをしたりするが、パウンド夫妻は出かけて不在。ワーズワースやキー
ツもこの景勝地に既に行っていた。ヘミングウェイは人気がなく活気が
ない同地が、あまり気に入らない。
９．雨合羽の男は理由もなく消えるが、子猫も同じく理由もなく消える。
10．「この記念碑は公募された設計図の中から、ジャチント・パシウト
の案が選ばれ、1922年6月に除幕式が行われた」（武藤　149）ヘミング
ウェイ夫妻がホテルに滞在する数か月前。高い台座に抱き合って倒れ伏
した兵士の上に天使が立っていて、天に広げた手には、制服の剣と勝利
の王冠が捧げられている。台座の銘は、「最も偉大なるイタリアの勝利
のために至高の犠牲を払い、栄光のうちに結ばれた戦友たち」（武藤　
150）とある。
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11. “The Killer” (Scribner ’s Magazine  1927). 287-289．
12．高野泰志「男性性から女性性へ：ヘミングウェイ作品における髪
の描写」参照。
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